
資料１

案件対象施設

及び

指定管理者候補者選定方法等一覧

（施設所管課による選定方法等案）

弘前市指定管理者選定等審議会

令和５年７月２５日開催





選定
方法

指定管理者
指定
期間
(年)

選定
方法

指定管理者
指定
期間
(年)

1 弘前市急患診療所 弘前市急患診療所 1 非公募
一般社団法人
弘前市医師会

3 非公募
一般社団法人
弘前市医師会

5 健康増進課

2 弘前市立観光館 弘前市立観光館 1 非公募
公益社団法人
弘前観光コンベ
ンション協会

5 非公募
公益社団法人
弘前観光コンベ
ンション協会

5

3 星と森のロマントピア 星と森のロマントピア 1 非公募
一般財団法人 星
と森のロマント
ピア・そうま

3 非公募
一般財団法人 星
と森のロマント
ピア・そうま

5

弘前市緑の相談所

弘前城植物園

弘前城

弘前城情報館

弘前市藤田記念庭園

5 弘前市野外活動施設 弥生いこいの広場 1 非公募
一般財団法人
弘前市みどりの
協会

5 非公募
一般財団法人
弘前市みどりの
協会

5

6 弘前市生きがいセンター 弘前市生きがいセンター 1 非公募
公益社団法人
弘前市シルバー
人材センター

5 非公募
公益社団法人
弘前市シルバー
人材センター

5 介護福祉課

10

公園緑地課

合計

観光課

4 弘前市緑の相談所等 5 非公募
一般財団法人
弘前市みどりの
協会

5 非公募
一般財団法人
弘前市みどりの
協会
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案件対象施設及び指定管理者候補者選定方法等一覧（総括表）

№ 募集グループ名 施設名称
施
設
数

選定方法等(案) （参考）現在の状況

施設
所管課

1



 
2



１ 弘前市急患診療所 

指定管理者候補者選定方法等一覧

 
3



4



施設内容

開館時間

休日等や平日夜間の医療機関が休診している時間帯における、一次救急医療を必要とす
る患者の応急手当を目的とする

弘前市大字野田二丁目７番地１　弘前総合保健センター１階及び２階内（共用部分を含む）

施設内容　風除室、待合ロビー、事務室、医局(３部屋)、診察室(３部屋)、処置室、
物品倉庫、採尿室、レントゲン室 等

共用部分　廊下、トイレ、第一会議室、エレベーター 等

夜間診療：19:00～22:30（年中無休）
日中診療：10:00～16:00（日曜日・祝日・８/13・12/31・1/1～1/3）

施設規模
構　　　造　鉄筋コンクリート造
延床面積　２０６．９８㎡（共用部分を除く）

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成１８年４月から導入（平成２２年、平成２６年、平成３０年に更新）

一般社団法人　弘前市医師会

１．施設の概要について

担当部課名

施設名称

健康こども部健康増進課

弘前市急患診療所

設置の目的

施設所在地

弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

88,524

1,576 1,595 1,605 1,605 1,605

94,888

Ｒ４年度

93,878

指定管理料の範囲で施設の運
営・管理ができているため、収支
状況については概ね良好である。

収入（千円）

支出（千円）

人件費

事務費

管理費

その他

その他

利用料金

指定管理料

収支

87,624 90,937

実績

5 5

Ｈ３０年度 R元年度 R２年度 Ｒ３年度項目

指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

成
果
指
標
/
利
用
状
況

指標

目標値

5 7 7

93,878

88,827 88,524

93,873 97,248 95,191 94,888

97,253 95,196 94,895 94,895

97,253 95,196 94,895 94,895

達成度

項目

実績

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

評価

成果指標は設定していません。

項目

項目

実績

評価

4,673 4,716 4,759 4,759 4,759
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

評価課題を踏まえて、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営に反映した改
善内容

選定基準においてサービスの向上と施設の維持管理に係る配点を高く設
定し、市民の満足度向上や安定した医療の提供に繋がる提案を評価する
こととした。

概ね良好に管理運営されているが、時折、接遇に関して利用者からの改善
要望が出された。また職員研修を企画するも、参加者がほとんどいなかっ
た。

事業計画の
内容

結果

評価

３．指定管理者に特に要請する事項

（１）休日及び夜間における入院加療を必要としない一次救急医療の提供を行う公の施設であることを十分理解し、
安定した管理・運営を行うことで市民に安心を与える施設でありつづけること。
（２）安定した運営のために、急患診療所に係る全スタッフと定期的に会議及び研修を開催し、施設管理の改善を常
に図ること。

４．次期指定期間における成果指標について

評価課題を踏まえた、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営における課題

自主事業

指標内容

内容

主な管理運営
業務の内容

評価

一次救急医療の提供、使用料及び手数料の徴収事務、診療報酬請求等
に係る業務、施設及び設備の維持管理業務、その他市長が必要と認める
業務

感染症の感染拡大等が懸念される状況でも、感染対策を講じ、可能な限り
の診療を継続して行った。

結果 一日も欠かすことなく、夜間・休日における一次救急医療の提供ができた。

指標内容

目標値

目標値

成果指標は設定していません。

項目

管理運営業務
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

無し

選定基準

利用料金制の有無

５．次期指定管理者の選定方法等について

非公募

一般社団法人　弘前市医師会

きわめて専門的な知識・技能が必要な施設であり、当該団体が市内で唯一医療業
務に精通した開業医師が多数所属する団体であり安定した管理運営が可能なた
め。

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間 ３年

応募要件

グループ応募の可否

事業所の範囲

専門資格等の要否

５年以外とする理由
当該施設は、令和９年度に、旧弘前市立病院跡地に移転する予定であり、募集要項
や管理業務基準書の内容に変更が生じることが見込まれるため。

施設の効率的な管理運営ができること

① 施設の管理運営に係る経費の内容
人件費を含めて、施設の管理に係る経費
の内容が具体的で、適正に見込まれてい
るか。

収入、支出の積算と事業計画の整合性は
図られているか。
収支計画の実現可能性はあるか。

② 収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

25

15

(1)

(2)

(3)

(4)

配点評価項目 評価の視点

総合的事項

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

市が設置する診療所の役割、目的を理解
した事業計画となっているか。

市民の平等な利用を確保することができること

10

① サービスの向上を図るための具体的手法及び
期待される効果

市民の満足度向上のための具体的な手法
が記載され、効果が期待できるか。
利用者の意見を集め、活用する工夫が考
えられているか。

② 施設の維持管理の内容、適格性及び実現の可
能性

医療機器や医薬材料等の管理を適切に行
い、安定した医療の提供が行えるよう計画
されているか。

20

20

10

10

5

5

40

平等な利用を図るための具体的手法及び期待される
効果

誰でも利用できるような、医療提供体制が
整えられているか。

施設の設置目的を効果的に達成することができること
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

合計

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

① 安定的な管理運営が可能となる人的能力

団体の組織体制が確立され、指揮命令系
統及び責任の所在が明らかで、施設管理
に係る職員の位置づけが明確にされてい
るか。
施設運営に柔軟に対応できる人的計画が
なされ、職員の育成・研修体制なども能力
の向上が図られるよう計画されているか。

収支基盤及び経営が安定しているか。

個人情報等の適正な取り扱いの確保につ
いて具体的に記載しており、その実現性が
高い内容になっているか。

これまでの管理運営実績はどのような評価
を得られているか。

④ これまでの管理運営実績

③ 個人情報等の適正な取扱いの確保

② 安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

100

5

5

5

5

(5) 20
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

4

(1)

期待する自主事業の内容

新たに指定管理業務に追加する業務

（夜間）医師２名、看護師３名、医療事務員１名
（夜間ＧＷ・年末年始）医師２名、看護師３名、医療事務員２名
（休日）医師３名、看護師６名、医療事務員２名、放射線技師１名
（休日ＧＷ・年末年始）医師３名、看護師７名、医療事務員３名、放射線技師１名
（毎昼間）事務員１名（夜間診療分）　（平日）事務員１０名/月（休日診療分）

職員配置等の条件

人警備

機械警備

除雪業務

備品関連業務

備品の管理

備品の調達

調達備品の保守・点検

現在の職員配置体制

植栽管理業務

警備業務

項目
指定管理者 市

説明
業務区分

〇

〇

〇

〇

〇

〇

(1)

維持管理に関する事業

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

〇

〇

〇

〇

〇(5)

(7)

(2)

簡易的な除雪は指定管理者が実施

〇

〇

5

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

診療業務に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

1

〇

〇

（夜間）医師２名、看護師３名、医療事務員１名
（夜間ＧＷ・年末年始）医師２名、看護師３名、医療事務員２名
（休日）医師３名、看護師６名、医療事務員２名、放射線技師１名
（休日ＧＷ・年末年始）医師３名、看護師７名、医療事務員３名、放射線技師１名
（毎昼間）事務員１名（夜間診療分）　（平日）事務員１０名/月（休日診療分）

特になし補足説明

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

６．指定管理者の業務内容について
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弘前市急患診療所指定管理者候補者選定方法等一覧

-4

増減

658

0

2,691

95,053

2,687その他

増減の主な内容

95,711

95,711

95,711

3,200

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

人件費

事務費

管理費

89,824

暦の並び（休日診療の増）による人件費等の増加のため。

当年度収支予算（千円）次年度収支予算（千円）

89,162

3,200

95,053

95,053 658

0

658

662

0

0

７．指定管理料の積算内訳
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○正面入り口

○待合室①
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○受付・医局

○診察室（内科）
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○診察室（外科）

○診察室（小児科）
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○レントゲン室（正面）

○レントゲン室
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○レントゲン室（操作室）
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２ 弘前市立観光館 

指定管理者候補者選定方法等一覧
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

１．施設の概要について

担当部課名

施設名称

観光部観光課

弘前市立観光館

設置の目的

施設所在地

施設内容

市の観光の拠点として、市民や観光旅行者に対し観光情報の提供、地場産品の展示等を行い、市の観光及
び物産の振興を図るため、観光施設として設置したものである。

弘前市大字下白銀町２番地１

開館日

開館時間

平成2年7月1日

①弘前市立観光館
〇有料施設

　　多目的ホール
　〇その他
　　物産展示コーナー、ねぷた展示コーナー、観光案内コーナー、事務室等
　〇共用部分

ホール、廊下、エレベーター、トイレ等
②山車展示館

〇展示室、倉庫等
③旧東奥義塾外人教師館

〇展示室等

午前９時から午後１０時。業務時間は午前９時から午後６時まで（年末年始は休館）

施設規模

①弘前市立観光館
・構　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造地上２階、地下１階建
・建面積　　１，７５２㎡
・延面積　　２，６０８㎡

②附属施設
〇山車展示館
・構　造　　鉄骨鉄筋コンクリート造地上１階一部２階建
・建面積　　５９９㎡
・延面積　　６８０㎡
〇旧東奥義塾外人教師館
・構　造　　木造地上２階建
・建面積　　２１２㎡
・延面積　　３６２㎡

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成１８年４月から導入（平成２２年、平成２６年、平成３１年更新）

公益社団法人弘前観光コンベンション協会
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

4,914,112 4,218,2502,979,146 3,887,591

令和２年度までは指定管理料内で管理運
営を行っていたが、令和３年度以降、支出
が増加し赤字となっており、特に人件費が
増額傾向にある。

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

57% 56% 80%

評価

　令和元年度は目標値を上回る利用者数
であったが、新型コロナウイルス感染症の
影響で、令和２、３年度は、まつりの中止
や休館期間を設定するなどしたため、利
用者は激減した。
　案内件数は令和元年度は大きく目標を
上回っており、新型コロナウイルス感染症
の影響後も比較的高い水準であり、令和
４年度は大幅に目標を達成している。

502,787

565,534

項目 Ｒ３年度 Ｒ４年度

45,528,851 45,617,912 45,606,306

成
果
指
標
/
利
用
状
況

指標

目標値

実績

達成度

評価

45,528,851

支出（円）

人件費 34,295,456 33,670,110

45,190,559

1,955,016 1,966,411 2,033,831 2,095,687

Ｒ３年度 Ｒ４年度

45,617,912 45,606,306

36,455,035 38,775,064

2,445,594 2,703,467

項目

収入（円）

43,165,661 43,543,067 45,848,572 47,792,468

利用料金

指定管理料
指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

収支

3,936,043 4,018,955事務費

管理費

その他

達成度 261% 88% 85% 181%

その他

45,190,559

2,024,898 1,985,784 -230,660 -2,186,162

Ｒ１年度 Ｒ２年度

指標 年間案内件数（件）

目標値 11,057 11,057 11,057 11,057

実績 28,847 9,745 9,414 19,992

Ｒ１年度 Ｒ２年度

285,921 283,877 400,950

112%

利用者数（人）

502,787 502,787 502,787
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

指標内容

目標値

指標内容

目標値

利用者数

Ｒ６年度

483,240

Ｒ７年度

483,240

Ｒ８年度

483,240

Ｒ９年度

483,240

Ｒ１０年度

483,240

項目

管理運営業務

フリーマーケット、季節に合わせた館内装飾、自動販売機や携帯電話充電器の設
置、プレイガイド事業、長靴・滑り止めの無料貸出し（冬季）

観光館の賑わいの創出、観光客の利便性の向上が図られた。

職員の企画提案により、様々事業に取り組んでおり、当市の観光振興に寄与した。

評価課題を踏まえて、指定管理者の選定方法や施設の
管理運営に反映した改善内容

特に要請する事項において、利用促進を図る事業の提案を要請。

引き続き、市の観光政策と密接に連携した施設運営が必要である。

内容

事業計画の
内容

結果

評価

３．指定管理者に特に要請する事項

市民や観光旅行者に対し観光情報の提供、地場産品の展示等を行うなど、施設機能を最大限に活かすことにより、観光交流人口の増加によ
る地域振興に資する事業の実施。

４．次期指定期間における成果指標について

評価課題を踏まえた、指定管理者の選定方法や施設の
管理運営における課題

自主事業

主な管理運営
業務の内容

評価

施設及び設備、広場の維持管理、使用の許可、観光・宿泊施設の案内及び紹介、そ
の他の観光情報の収集・提供、観光関連の講習会、イベント等の企画及び実施。

・新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じたうえで適切に管理運営された。
・緊急対応事案にも適切に対応できている。

結果
施設の維持管理及び使用許可、観光案内等は適切に行われた。そのほかねぷた関
連の講習会の開催など、業務を確実に実施している。
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

② サービスの向上を図るための具体的手法及
び期待される効果

来館者の増加を図るために、具体的な事業計画が記述され、来
館者の安全性・快適性の確保などの効果が期待できる内容となっ
ているか。

① 利用者の増加を図るための具体的手法及び
期待される効果

④ 自主事業の企画内容及び期待される効果

③ 施設の維持管理の内容、適格性及び実現の
可能性

施設の設置目的を効果的に達成することができること

施設の有効活用を通じて来館者の増加につながる自主事業を企
画し、来館者の満足度・利用率の向上につながる提案がなされて
いるか。

来館者が安全・快適に施設を利用できるよう、施設を適正に維持
管理するとともに、常に効率的・効果的な管理に努めることができ
るよう、具体的な実施計画が記載され、その内容が的確で実現性
の高い内容となっているか。

5

35

10

10

5

10

平等な利用を図るための具体的手法及び期待され
る効果

関係法令等の遵守、来館者の平等な利用の確保、差別的な取扱
いをしないための具体的な手法が記載され、十分な効果が期待で
きる内容となっているか。

サービスの向上を図るために、来館者の要望・意見を日常的・定
期的に把握するための仕組みを整え、実行するとともに、把握し
た要望等を管理内容に反映させるための具体的な計画が記載さ
れ、その実現性が高いものとなっているか。

市民の平等な利用を確保することができること

20

5

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

市民や観光旅行客に対し観光情報の提供、地場産品の展示等を
行い、市の観光及び物産の振興を図るという設置目的に基づく管
理方法が提案されているか。

評価項目 評価の視点

(1)

(2)

(3)

配点

総合的事項

５年以外とする理由

観光館の管理のみでなく、観光分野における連携事業（観光コンテンツ造成、ガイド学校運営等）を
実施し、モニターツアー等は観光館で申込受付及び情報発信等を行っているなど、市の観光政策と
密接に連携した施設運営が必要であるため。（指定管理者制度の導入に係る方針７④該当）

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間 ５年

応募要件

なし

20

５．次期指定管理者の選定方法等について

非公募

公益社団法人弘前観光コンベンション協会

利用料金制の有無

選定基準

グループ応募の可否

事業所の範囲

専門資格等の要否

否

弘前市内に主たる事務所を有する法人団体 であること。

否
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

③ 個人情報等の適正な取扱いの確保

類似施設の管理運営実績があるか。また、どのような評価を得ら
れているか。

④ 類似施設の管理運営実績

収入、支出の積算と事業計画の整合性は図られているか。収支
計画の実現可能性はあるか。

人件費を含めて、施設の管理に係る経費の内容が具体的で、適
正に見込まれているか。

② 収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

① 施設の管理運営に係る経費の内容

団体の組織体制が確立され、指揮命令系統及び責任の所在が明
らかで、施設管理に係る職員の位置づけが明確にされているか。
施設運営に柔軟に対応できる人的計画がなされ、職員の育成・研
修体制なども能力の向上が図られるよう計画されているか。

① 安定的な管理運営が可能となる人的能力

定款等が定められ、法令に則った経営がなされており、収支基盤
及び経営が安定し、納税義務も果たしているか。

② 安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

施設の効率的な管理運営ができること

10

10

20

5

個人情報等の適正な取り扱いの確保について具体的に記載して
おり、その実現性が高い内容になっているか。

5

5

5

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

20

100

(4)

(5)

合計
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

(1)

―

―

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

６．指定管理者の業務内容について

〇

―

―

〇

― ―

― ―

4

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

1

〇

〇

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

〇

(5)

(7)

(2)

協議

〇

(1)

維持管理に関する事業

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

〇 ○

〇

〇

補足説明

現在の職員配置体制

観光館の利用促進を図る事業の提案期待する自主事業の内容

なし新たに指定管理業務に追加する業務

(1) 施設全体を統括できる能力を有する館長を常時１人配置すること。
(2) 開館時間中は、特別の場合を除き、各種業務に従事する最適な職員を常に１名

以上勤務させること。
(3) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、観光館の管理に支障がないように

定めること
(4) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

職員配置等の条件

(1) 総括責任者（常勤） 　１名
(2) 管理担当職員（常勤） 　３名
(3) 管理担当職員（非常勤）    １名
(4) 観光案内担当職員（常勤）　８名

項目
指定管理者 市

業務区分

調達備品の保守・点検

備品関連業務

備品の管理

備品の調達

警備業務

植栽管理業務

人警備

機械警備

除雪業務

〇

〇

〇

〇
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弘前市立観光館指定管理者候補者選定方法等一覧

増減の主な内容 人件費（ベースアップ分）の増加

事務費

管理費

その他

次年度収支予算（円） 当年度収支予算（円）

45,320,000

45,320,000

45,320,000

34,666,000

4,683,000

1,713,000

4,258,000

45,244,000

45,244,000

45,244,000

34,335,650

4,557,600

4,732,750

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

76,000

0

76,000

1,618,000

125,400

95,000

330,350人件費

-474,750

７．指定管理料の積算内訳

増減

76,000

0
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３ 星と森のロマントピア 

指定管理者候補者選定方法等一覧
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担当部課名

施設名称

観光部観光課

星と森のロマントピア

設置の目的

施設所在地

開館日

開館時間

自然の中で学習、スポーツ及びレクリエーションを通して市民の健康増進と世代間交流並
びに都市住民とのふれあいを深め、グリーンツーリズムの整備構想による農業体験型観
光を推進するなど滞在型観光を目指し、産業経済の振興及び住民の福祉の増進に寄与す
ることを目的として設置する。

弘前市大字水木在家字桜井113-2

平成元年８月１日

２４時間

施設規模・内容

１．星の宿　白鳥座（農林漁業体験学習館）
　　鉄筋コンクリート造一部鉄骨鉄筋コンクリート造
　　地上３階　延床面積　4,350㎡
  　・ホテル　　・レストラン　・浴室　男女別（サウナ、露天風呂）
　　・温水プール（２５ｍ　４コース）　・ジャグジー
２．満天ハウス
　　木造構造物
　　コテージ　１２棟
３．体験学習館（カシオペア）
　　木造２階建て
　　・研修室　２室　　・宿泊・休憩室　５室
４．森林科学館（ジュピター）
　　木造平屋建て
　　・資料展示室　・視聴覚室　・資料室　・会議室　・厨房　・事務室
５．天文台
　　鉄筋コンクリート造地上３階　延べ床面積2,446㎡
　　・40㎝カセグレン式反射望遠鏡ほか
６．テニスコート　　６面（うち４面使用不能）
７．バーベキューハウス　　７棟
８．大人数用バーベキューハウス（ルピナス）　３０テーブル
９．ゴーカート場（休止中）
10．パターゴルフ場
11．アスレチック場（もくもくランド）
12．多目的広場

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成１８年度（天文台のみ平成２７年度）

一般財団法人星と森のロマントピア・そうま

１．施設の概要について

星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧
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星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

指定管理料

目標（温泉利用者） 72,108

評価項目

成
果
指
標

目標（白鳥座宿泊者）

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

■R1年度はほぼ目標達成見込
みだったが、R2.2月からの新型コ
ロナウィルスの影響により全項目
目標未達。

■R2年度からは新型コロナウィ
ルスの影響が顕著。R4年度まで
全項目目標達成ができなかった。

■収支バランス改善のため、利
用状況等を勘案し、R2～：ゴー
カート場の閉鎖、R3～：全館休業
日の設定・一部施設の営業時間
短縮等を行った。

■新型コロナウィルスの影響が少
なくなってきたR4年度から徐々に
利用者数が回復傾向。今後の更
なる回復に向けて、尽力が必要。

実績 9,691 6,652 6,424 7,797

達成度 95.9 65.8 63.6 77.1

実績 69,949 36,054 25,901 26,928

達成度 97.0 50.0 35.9 37.3

目標（プール利用者） 34,963 34,963 34,963 34,963

実績 28,296 18,777 17,920 18,702

達成度 80.9 53.7 51.3 53.5

目標（満天ハウス宿泊者） 6,615 6,615 6,615 6,615

実績 6,423 4,095 4,217 4,469

達成度 97.1 61.9 63.7 67.6

目標（館外施設利用者） 26,620 26,620 26,620 26,620

実績 26,317 15,632 2,835 5,274

達成度 98.9 58.7 10.6 19.8

目標（天文台利用者） 4,816 4,816 4,816 4,816

実績 4,652 3,307 3,034 3,965

達成度 96.6 68.7 63.0 82.3

評価

指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

収支 931 1,818 -1,570 -3,968
■R1年度は僅少ながら黒字決
算。毎月の幹部会等による①利
用料金獲得に向けた営業策周
知、②費用節減意識の向上、の
成果が表れたもの。

■R2、.R3年度は新型コロナウィ
ルスの影響による利用料金の減
少への対策として、R4年度は電
気料金高騰への対策として、指定
管理料を補正対応。

■新型コロナウィルスの影響は限
定的になっていることから、今後
は更なる営業推進と経費節減が
求められる。

収入（千円） 297,061 268,984 236,381 259,983

51,014

利用料金 245,190 149,057 126,573 166,943

項目 R1年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 R４年度

13,880 10,205 16,116

その他 857 26,671 46,649 28,099

支出（千円） 296,130 267,166 237,951 263,951

人件費

事務費

123,421 127,674 119,476

31,041 34,762

Ｒ２年度R1年度 R４年度

93,256 63,159 64,941

10,107 10,107 10,107 10,107

Ｒ３年度

102,016

72,108 72,108 72,108

その他 15,068

管理費 118,355 87,168 77,229

111,057

39,286 38,444

 
32



星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

①天文台観測会
②スイミングスクール

①天文台観測会　2,074名の参加
②スイミングスクール　8,548名の参加

市内唯一の施設である天文台ならびに市民の健康増進に寄与するプール
での事業展開を行い利用促進が図られており評価できる。

評価課題を踏まえて、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営に反映した改
善内容

要請する事項として、「収益性を高める提案」を追加。

事業計画の
内容

結果
（過去4年間）

評価

３．指定管理者に特に要請する事項

①利用促進を図る事業の提案
②収益性を高める提案
③人材配置に関する提案

４．次期指定期間における成果指標について

自主事業

満天ハウス宿泊者

項目

内容

Ｒ８年度

天文台利用者

項目

管理運営業務

主な管理運営
業務の内容

評価

受付、使用許可業務、維持管理業務（施設・設備保守点検・清掃・警備等）

収支バランス改善のための休館等はあったものの、オープン時には適正な
管理運営を行っていたもの。

結果
受付等の業務遂行は新型コロナウィルスの影響による一部施設の休館・
全館休館があった。

新型コロナウィルスの影響が少な
いR1年度・直近のR4年度の実績
を勘案して目標設定（人）温泉利用者 33,000

6,000 6,000

33,000 33,000

6,000

4,500 4,500 4,500

館外施設利用者 17,000 17,000 17,000

評価課題を踏まえた、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営における課題

利用者ニーズを踏まえた魅力発信や効果的な施設管理を維持するため、
自主事業を含む施設の目的を効果的に達成することができる提案を求め
る。

評価

成
果
指
標

白鳥座宿泊者 8,500 8,500 8,500

R６年度 R７年度

プール利用者 22,000 22,000 22,000

 
33



星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

５年以外とする理由 ３年のうちに施設のあり方を検討し、今後の方針を定めるため。

配点評価項目 評価の視点

総合的事項

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

自然の中での学習等を通して健康増進を
深め、農業体験型観光を推進するなど滞
在型観光を目指し、産業経済の振興及び
住民の福祉の増進に寄与するという設置
目的に基づく管理方法が提案されている
か。

利用料金制の有無

５．次期指定管理者の選定方法等について

(1)

一部利用料金制

10

10

5

5

関係法令等の遵守、利用者の平等な利用
の確保、差別的な取扱いをしないための具
体的な手法が記載され、十分な効果が期
待できる内容となっているか。

市民の平等な利用を確保することができること

平等な利用を図るための具体的手法及び期待される
効果

(2)

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間 ３年

選定基準

施設の管理のみでなく、市の観光政策の推進や相馬地区のにぎわい創出に向け
て、観光課と指定管理者が密接かつ柔軟な連携を図りながら、施設の管理運営を行
うことが求められる。

非公募

一般財団法人　星と森のロマントピア・そうま

応募要件

グループ応募の可否

事業所の範囲

専門資格等の要否

否

弘前市内に主たる事務所を有する法人団体であること。

否
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星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

10

5

5

合計

施設の効率的な管理運営ができること

①　　施設の管理運営に係る経費の内容
人件費を含めて、施設の管理に係る経費
の内容が具体的で、適正に見込まれてい
るか。

客室稼働率の向上策等、収支バランス改
善のための提案がなされており、収入、支
出の積算と事業計画の整合性は図られて
いるか。
収支計画の実現可能性はあるか。

②　　収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

①　　安定的な管理運営が可能となる人的能力

団体の組織体制が確立され、指揮命令系
統及び責任の所在が明らかで、施設管理
に係る職員の位置づけが明確にされてい
るか。
施設運営に柔軟に対応できる人的計画が
なされ、職員の育成・研修体制なども能力
の向上が図られるよう計画されているか。

収支基盤及び経営が安定しているか。

個人情報等の適正な取り扱いの確保につ
いて具体的に記載しており、その実現性が
高い内容になっているか。

③　　個人情報等の適正な取扱いの確保

②　　安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

25

100

15

10

(5) 20

40

20

10

10

施設の設置目的を効果的に達成することができること

①　　利用者の増加を図るための具体的手法及び期
待される効果

利用者の増加を図るために、具体的な事
業計画が記述され、利用者の安全確保や
十分な効果が期待できる内容となっている
か。
また、利用者等の要望、意見を日常的及び
定期的に把握するための仕組みを整え、
実行するとともに、把握した要望等につい
て管理に反映するための具体的な計画が
記載され、その実現性が高いものとなって
いるか。

市民が快適に施設を利用できるよう、施設
を適正に維持管理するとともに、常に効率
的効果的な管理に努めることができるよ
う、具体的な実施計画が記載され、その内
容が的確で実現性の高い内容となっている
か。

②　　施設の維持管理の内容、適格性及び実現の可
能性

施設の有効活用を通じて利用者拡大につ
ながる自主事業を企画し、利用者の満足
度や利用率向上につながる自主事業の企
画提案がなされているか

③　　自主事業の企画内容及び期待される効果

(3)

(4)
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星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

(1)

備品関連業務

備品の管理

○

植栽管理業務

警備業務

天文台・プールを活用した事業を中心に実施してもらいたい。
期待する自主事業の内容

なし
新たに指定管理業務に追加する業務

  (1) 施設全体を統括できる能力を有する支配人を常時１人配置すること。
  (2) 開館時間中は、特別の場合を除き、各種業務に従事する最適な職員
を常に１名以上勤務させること。
  (3) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、ロマントピアの管理に支
障がないように定めること
  (4) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

職員配置等の条件

管理者：２　　　調理：８　　　　　　施設管理：２
営業：１　　　　 ホール：６　　　　 天文台：１
プール：５　　　フロント：１１

補足説明

人警備

機械警備

除雪業務

指定管理者 市
説明

業務区分

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

○

○

項目

○

○

○

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

現在の職員配置体制

備品の調達

調達備品の保守・点検

○

(5)

(7)

(2)

○

○

○

6

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

1

○

○

○

○

(1)

維持管理に関する事業

○

○

○

６．指定管理者の業務内容について
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星と森のロマントピア指定管理者候補者選定方法等一覧

【施設写真】

4,348

■人件費：高騰分を反映（4％増）
■事務費：今回管理期間の実績を反映

７．指定管理料の積算内訳

増減

5,406

4,611

15,630

0

290,849

123,148

19,978

113,828

38,427

122,964

290,851

239,368

51,483 795

0

5,408

4,544

-3,668 

184

当年度収支予算（千円）次年度収支予算（千円）

増減の主な内容

296,257

243,979

52,278

0

296,257

34,759

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

人件費

事務費

管理費

118,372

その他
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４ 弘前市緑の相談所等 

指定管理者候補者選定方法等一覧
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２　弘前城植物園　　　　

３　弘前城　　　　

４　弘前城情報館　　　　

５　弘前市藤田記念庭園

２　弘前城植物園

３　弘前城　　　　

４　弘前城情報館　　　　

５　弘前市藤田記念庭園

開館日

 　緑の相談所等は、市の都市緑化の拠点として市民の緑化意識向上を図るとともに、地
域における市民の憩いの場や福祉増進を図るための施設として設置したものである。
１　弘前市緑の相談所　　…　展示室や集会室の使用許可、都市緑化などの相談受付
２　弘前城植物園　　…　入園券の販売、施設内の誘導と案内
３　弘前城　　…　入園券の販売、施設内の誘導と案内
４　弘前城情報館　　…　ガイダンス室の使用許可、施設内の誘導と案内
５　弘前市藤田記念庭園　　…　入園券の販売、有料施設の使用許可、施設内の誘導と案
内

施設規模

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成１８年４月導入・平成２２年４月更新・平成２６年４月更新・平成３１年４月更新

一般財団法人弘前市みどりの協会

施設内容

１．施設の概要について

南・北案内所、追手門臨時券売所、東屋、休憩所、作業員
詰所、トイレ3棟

展示室、ガイダンス室、管理室、授乳室、倉庫、公衆トイ
レ、ﾃﾞｼﾞﾀﾙｻｲﾈｰｼﾞ

洋館、和館、匠館、冠木門両袖建物、茶屋、西案内所

担当部課名

施設名称

都市整備部公園緑地課管理係

弘前市緑の相談所等

設置の目的

施設所在地

１　弘前市緑の相談所
２　弘前城植物園
３　弘前城
４　弘前城情報館
５　弘前市藤田記念庭園

弘前市大字下白銀町１番地１
弘前市大字下白銀町１番地１
弘前市大字下白銀町１番地１
弘前市大字下白銀町１番地１
弘前市大字上白銀町８番地１

１　弘前市緑の相談所
２　弘前城植物園
３　弘前城
４　弘前城情報館
５　弘前市藤田記念庭園

１　弘前市緑の相談所
２　弘前城植物園
３　弘前城
４　弘前城情報館
５　弘前市藤田記念庭園

１　弘前市緑の相談所

１　弘前市緑の相談所

昭和56年
昭和63年5月31日
昭和27年3月29日（史跡指定）
平成30年4月20日
平成3年7月

鉄筋コンクリート造 平家建一部中二階 延床面積86,881㎡
敷地面積　91,320㎡
敷地面積　23,500㎡（本丸14,200㎡、北の郭9,300㎡）
建物面積　449.98㎡　木造平家建　延床面積327.92㎡
敷地面積　　24,597.95㎡

１階 談話ロビー、展示室、集会室、事務室 　２階 倉庫

天守、武徳殿、東屋（本丸、館神跡）、子櫓展望台、南・東・
西券売所

弘前市緑の相談所等指定管理者候補者選定方法等一覧

　午前9時～午後5時（月曜日、祝日の翌日、12月29日～1
月3日は休館） 

開館時間

　午前9時～午後5時（月曜日、祝日の翌日、11月23日～
さくらまつり開始の前日は休館） 

　午前9時～午後5時、但し4月23日～5月5日は午前7時～
午後9時（12月29日～1月3日は休館）

　午前9時～午後5時、但し4月23日～5月5日は午前7時～
午後9時

　午前9時～午後5時（月曜日、祝日の翌日、11月23日～
さくらまつり開始の前日は休館） 
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弘前市緑の相談所等指定管理者候補者選定方法等一覧

Ｒ２年度

107,000

81,474

76%

7,100

183,761

183,761

3,481

384,000

236,566

62%

50,000

49,892

100%

59,965

51,327

6,520

50,000

3,918

使用料収入（単位：千円）

702 384 18,713 11,333

・人件費を含め施設の管理に係
る経費が適切に見込まれ、経費
の削減に努めており、事業収支
は適切である。

22,339

項目

収入（千円）

支出（千円）

人件費

事務費

管理費

その他

その他

利用料金

指定管理料

収支

指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

107,892

161,146 179,904 184,162 185,091

Ｒ４年度

利用者数（単位：人）

Ｈ３０年度 Ｒ１年度

項目

12,218 2,401 2,372

弘
前
城

指標

Ｒ４年度Ｈ３０年度 Ｒ１年度

成
果
指
標
/
利
用
状
況

Ｒ３年度

28,676 25,452

173,758

Ｒ２年度 Ｒ３年度

179,520

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

-

117% 115% 41%

評価

・令和２年度は新型コロナウイル
ス感染症による緊急事態宣言や
さくらまつりの中止により、そして
令和３年度は蔓延防止等重点措
置発令により、利用者減少の影
響が見られるものの、令和元年
度までは自主事業の開催などの
対策が図られ、全施設で目標値
を達成している。

44,000 44,000

項目

評価

実績

達成度

指標

実績

107,000 107,000 107,000

実績 111,416 124,387 53,970 84,607

達成度 138% 116% 50% 79%

入園料収入（単位：千円）

165,449

弘
前
市
緑
の
相
談
所

項目

実績

指標

使用料収入（単位：千円）

0 0 0 0 0

40%

41000 44,000

47,906 50,463 18,004 17,683

目標値 44,000

51%

弘
前
城
植
物
園

利用者数（単位：人）

目標値 81,000

12,026

目標値 321,000 384,000 384,000 384,000

実績 355,237 422,610 81,972 130,218

50,000

項目

実績

達成度 111% 110% 21% 34%

項目 入園料収入（単位：千円）

実績 93,571 105,839 16,026 30,521

- 0 0 0 0

-

弘
前
城
情
報
館

指標 利用者数（単位：人）

目標値 - - - - -

実績 81,247 90,219 24,473 28,077

達成度 - - -

33,027

達成度 163% 107%

8,448 3,572

項目 入園料収入（単位：千円）

実績 8,670

176,661

119,632

18,012

27,908

11,109

43% 66%

利用者数（単位：人）

弘
前
市
藤
田
記
念
庭
園

指標 利用者数（単位：人）

目標値 32,000 50,000

実績 52,089 53,482 21,482

161,146 179,904 184,162 185,091

14,254

9,347 11,349 12,452

120,760 112,557 121,219

17,897 12,867 14,635

160,444

30,505 31,516

7,793
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弘前市緑の相談所等指定管理者候補者選定方法等一覧

令和８年度 令和９年度

707,712 707,712

49,275

令和７年度

707,712 707,712

116,058 116,058 116,058 116,058 116,058

707,712

54,870

85,733

401,776弘前城　

弘前城情報館　

弘前市藤田記念庭園

49,275 49,275 49,275 49,275

弘前城植物園　

内容

・写真展「弘前四季のまつり実施（4月　藤田記念庭園）
・木登り体験（5月無料開放日　植物園）
・樹木医と巡る古木・名木ツアー開催（6、9月　緑の相談所）
・園内散策ガイド開催（6、7、9、10月　植物園）
・津軽塗ワークショップ（8月　弘前城）
・写生大会開催（10月　植物園）

毎年、各種事業に対し多数の参加があった。令和４年度からは木登り体験
を新たに実施した。

施設の設置目的の達成や利用者の満足度を高めることにより、利用者の
増加に寄与した。

評価課題を踏まえて、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営に反映した改
善内容

特になし

利用者ニーズを踏まえた魅力発信や効果的な施設管理を維持するため、
自主事業を含む施設の目的を効果的に達成することができる提案を継続
して求める。

事業計画の
内容

結果

評価

評価課題を踏まえた、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営における課題

自主事業

主な管理運営
業務の内容

評価

相談受付業務、入場券発行業務、使用許可業務、維持管理業務（施設・設
備保守点検・清掃・警備等）、事業の企画運営

施設の設置目的達成のため、緑化の推進及び緑化意識の高揚に努めた。
また、都市緑化への相談対応及び植物園等の植栽管理、展示会の実施等
の管理業務は適切に行われている。

項目

54,870 54,870 54,870 54,870

結果

・相談受付件数　 5,085件/年
・訪問相談実施件数　153件/年
・講習会開催 61回/年、受講者809人/年
・展示会開催　24回/年

※Ｒ1～Ｒ４の４年間平均

管理運営業務

３．指定管理者に特に要請する事項

① 市と協働で「緑の相談所」及び「植物園」を、市の緑化拠点として適切かつ効率的に管理運営を行うこと。
②「弘前城」、「弘前城情報館」及び「弘前市藤田記念庭園」を一体で管理運営することで、利用の促進や市民サービ
スの向上を図ること。

４．次期指定期間における成果指標について

指標内容

弘前市緑の相談所

目標値

年間利用者数（人）

令和１０年度令和６年度

401,776 401,776 401,776 401,776

85,733 85,733 85,733 85,733
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無

選定基準

５年以外とする理由 　-

配点評価項目 評価の視点

総合的事項

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

公共サービスに携わる論理を有し、都市緑
化の拠点として市民の緑化意識向上を図
るとともに、地域における市民の憩いの場
や福祉増進を図るという設置目的に基づく
管理方法が提案されているか。

市民の平等な利用を確保することができること

平等な利用を図るための具体的手法及び期待される
効果

(1)

(2)

(3)

グループ応募の可否

応募要件

５年

弘前市内に主たる事務所を有する団体であること。

樹木医の資格が必要

利用料金制の有無

５．次期指定管理者の選定方法等について

非公募

一般財団法人弘前市みどりの協会

施設目的に沿った運営、樹木管理の専門員確保、市と連携した観光振興が可能な
唯一の団体であることから非公募での選定が妥当。

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間

事業所の範囲

専門資格等の要否

否

利用者の意見を把握し、それらを反映させ
る具体的な取組みが記載され、その実現
性が高いものとなっているか。

② サービスの向上を図るための具体的手法及び
期待される効果

③ 施設の維持管理の内容、適格性及び実現の可
能性

市民が快適に施設を利用できるよう、施設
を適正に維持管理するとともに、常に効率
的効果的な管理に努めることができるよ
う、具体的な実施計画が記載され、その内
容が的確で実現性の高い内容となっている
か。

施設特性を生かした自主事業を企画し、地
域の緑化普及、自然保護の普及啓発及び
自然・希少生物保護に資する自主事業を
展開できるか。

④ 自主事業の企画内容及び期待される効果

20

20

5

5

35

10

10

10

5

公共性・平等性を担保した利用を守るとと
もに、差別的な取扱いをしないための具体
的な手法が記載され、十分な効果が期待
できる内容となっているか。

施設の設置目的を効果的に達成することができること

① 利用者の増加を図るための具体的手法及び期
待される効果

施設特性に応じ、利用者の増加を図るため
に、具体的な事業計画が記述され、十分な
効果が期待できる内容となっているか。
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(4) 施設の効率的な管理運営ができること

① 施設の管理運営に係る経費の内容

5

5

合計

人件費を含めて、施設の管理に係る経費
の内容が具体的で、適正に見込まれてい
るか。

個人情報等の適正な取り扱いの確保につ
いて具体的に記載しており、その実現性が
高い内容になっているか。

これまでの管理運営実績においてどのよう
な評価を得られているか。

④ 類似施設の管理運営実績

③ 個人情報等の適正な取扱いの確保

② 安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

100

10

10

20

5

5

収入、支出の積算と事業計画の整合性及
び実現性はあるか
事業の収支は適切かつ経費削減に努めて
いるか。

② 収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

① 安定的な管理運営が可能となる人的能力

団体の組織体制が確立され、指揮命令系
統及び責任の所在が明らかで、施設管理
に係る職員の位置づけが明確にされてい
るか。
施設運営に柔軟に対応できる人的計画が
なされ、職員の育成・研修体制なども能力
の向上が図られるよう計画されているか。
専門的な知識及び必要な資格を有する者
を配置できるか。

財務状況に問題はないか。また安定的に
事業継続できるための経営資源を有してい
るか。

20

(5)
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弘前市緑の相談所等指定管理者候補者選定方法等一覧

①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

4

(1)

機械警備

本施設を有効活用し、利用者拡大等につながる自主事業を企画・実施する
こと。

期待する自主事業の内容

無し新たに指定管理業務に追加する業務

別紙１のとおり職員配置等の条件

補足説明

除雪業務

備品関連業務

備品の管理

備品の調達

人警備

指定管理者 市

調達備品の保守・点検

現在の職員配置体制

植栽管理業務

警備業務

６．指定管理者の業務内容について

説明
業務区分

〇

〇

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

項目

〇

(1)

維持管理に関する事業

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

(5)

(7)

(2)

〇

〇

〇

5

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

入園券の発行に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

1

〇

〇

〇

〇

〇

別紙２のとおり
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弘前市緑の相談所等指定管理者候補者選定方法等一覧

4,485

人件費　賃金の減（弘前城、情報館）
事務費　旅費、印刷製本費、手数料、備品購入費の減
管理費　施設管理委託料の減
その他　公租公課の増（消費税）

７．指定管理料の積算内訳

増減

438

0

13,418

0

182,633

32,034

17,903その他

増減の主な内容

183,071

0

183,071

0

183,071

10,332

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

人件費

事務費

管理費

122,802

当年度収支予算（千円）次年度収支予算（千円）

123,183

11,578

34,454

182,633

0

182,633 438

0

438

-381

-1,246

-2,420
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別紙１ 

職員配置等の条件 

公の施設の管理者として自覚を持ち、業務の遂行及び利用者への対応を行うとともに、施設の

設置目的を理解し、それにふさわしい態度で業務にあたることのできる職員を配置すること。 

弘前市緑の相談所 

(1) 相談所の開館時間中は特別な場合を除き、常に３名以上の職員を勤務させることとしうち１

名は相談員を配置すること。

(2) 相談所の開館時間中は特別な場合を除き、常に１名以上の相談員を配置すること。

(3) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、相談所の管理に支障がないように定めること。

(4) 職員に対して、相談所の管理に必要な研修を実施すること。

弘前城植物園 

(1) 開園時間中は特別の場合を除き、入園券発行及び入園者への対応として南案内所及び北案内

所に各１名以上の職員を配置すること。

(2) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、植物園の管理に支障がないように定めること。

(3) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

弘前城 

(1) 開園時間中は特別な場合を除き、入園券発行及び来園者応対のため東口券売所、南口券売所、

西口券売所及び弘前城天守に各１名以上の職員を配置すること。

(2) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、弘前城の管理に支障がないように定めること。

(3) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

弘前城情報館 

(1) 開館時間中は、特別の場合を除き、各種業務に従事する最適な職員を常に２名以上勤務させる

こと。

(2) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、情報館の管理に支障がないように定めること。

(3) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

弘前市藤田記念庭園 

(1) 開園時間中は、入園券の発行及び入園者への応対のため、東案内所及び西案内所に各１名以

上の職員を配置すること。

(2) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、庭園の管理に支障がないように定めること。

(3) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。
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別紙２ 

現在の職員配置体制 

弘前市緑の相談所 

統括責任者  

管理担当職員 

職  員 

職  員 

臨時事務員  

嘱託相談員 

弘前城植物園 

統括責任者  

管理担当職員 

職 員  

職 員  

整備担当職員 

臨時事務員  

１名（兼務） 

１名（兼務） 

１名 

２名（兼務） 

１名（通年） 

３名（通年） 

１名（兼務） 

１名 

１名 

１名（係長兼務） 

１名 

５（4 月～11 月） 

臨時作業員  １２名（4 月～11 月） 

弘前城 

統括責任者  １名（兼務） 

管理担当職員 １名（兼務） 

職 員  ２名（兼務） 

職 員  １名 

臨時事務員 １３名（4 月～11 月） 

弘前城情報館 

統括責任者  １名（兼務） 

管理担当職員 １名（兼務） 

職   員  ３名（兼務） 

嘱託事務員  ３名 

弘前市藤田記念庭園 

統括責任者  １名（兼務） 

管理担当職員 １名（兼務） 

職 員 ２名（兼務） 

職 員 １名 

嘱託事務員 ３名 

臨時事務員  ３名（4 月～11 月） 

臨時作業員  ６名（4 月～11 月） 

パートタイム  ３名（4 月～11 月） 
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弘前市緑の相談所等 

１.緑の相談所

【外観】 

【ロビー】 

【展示室】 
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２.弘前城植物園

【北入口】 

【自由広場】 
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３.弘前城

【天守と下条橋】 

【武徳殿】 
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４.弘前城情報館

【外観】 

【内部・デジタルサイネージ】 
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５.弘前市藤田記念庭園

【洋館】 

【和館】 

【高台部】 
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５ 弘前市野外活動施設 

指定管理者候補者選定方法等一覧
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弘前市野外活動施設指定管理者候補者選定方法等一覧

１．施設の概要について

担当部課名

施設名称

都市整備部公園緑地課

弘前市野外活動施設

設置の目的

施設所在地

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成１８年４月導入・平成２２年４月更新・平成２６年４月更新・平成３１年４月更新

開館日

開館時間

　野外活動施設は、豊かな自然環境を活用し、市民に憩いの場を提供するとともに、広く市
民の文化・体育向上を図ることに加え、環境意識の向上や教育環境に資する施設として設
置したものである。

弘前市大字百沢字東岩木山2480番地1

昭和51年9月13日

・ハイランドハウス（事務室、食堂、厨房、休憩室）
・野鳥研修センター管理棟（飼料室）
・管理人室（警備員室、休憩室）
・サニタリー棟（トイレ、シャワー室、炊事場、洗濯コーナー）
・ピクニック広場
・オートキャンプ場（３０区画）
・動物広場：飼育展示動物数　計４７種　２１０点（哺乳類２９種１１８点、飼鳥類２６種８９
点、爬虫類２種３点）
・ポニーボート、遊具
・渓流散策道
・堆肥舎
・付属施設：駐車場(普通車２５４台、大型車２１台)

午前９時～午後４時３０分　（月曜日、祝日の翌日は休館）

施設規模

名称　弘前市弥生いこいの広場
施設面積　２２６，３６２㎡
建築物構造
・ハイランドハウス　鉄筋コンクリート造２階建　　延床面積　５５１．３８㎡
・野鳥研修センター管理棟　木造平家建　　延床面積　１５９．００㎡
・管理人室　木造平家建　　延床面積　　４６．１７㎡
・サニタリー棟　木造平家建　　延床面積　　７６．２０㎡
・動物舎（複数）

施設内容

一般財団法人弘前市みどりの協会
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弘前市野外活動施設指定管理者候補者選定方法等一覧

4,520

39,521 37,385

6,390 6,545 7,906 8,677

4,425 4,448

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

106% 66% 80%

評価

・令和２年度は新型コロナウイル
ス感染症による緊急事態宣言、
令和３年度は蔓延防止等重点措
置発令による利用者減少の影響
が見られるものの、令和元年度ま
では自主事業の開催などの対策
が図られ、目標値を達成してい
る。

64,000 64,000

65,051

項目

項目 使用料収入（単位：千円）

実績 13,334 13,611 9,737 11,131

21,177 19,962 21,242 21,874 22,578

3,415 3,790

指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

42,391 40,892

70,398

10,587

Ｒ２年度

評価

指定管理料

成
果
指
標
/
利
用
状
況

指標

目標値

実績

達成度 102%

64,000 64,000

99%

64,000

13,541

67,952 42,315 50,932 63,195

Ｒ４年度

Ｒ１年度 Ｒ３年度

73,373 71,189

71,736 74,004 74,004 74,165

事務費

管理費

その他

その他

利用料金

39,146

項目

収入（千円）

支出（千円）

人件費

-2,975 547 1,190 -493 -833

・人件費を含め施設の管理に係
る経費が適切に見込まれ、経費
の削減に努めているが、年々事
務費等が増加傾向にあり、令和３
年度以降は赤字であった。

収支

利用者数（単位：人）

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度

Ｒ４年度Ｈ３０年度

72,814 74,497 74,998

Ｒ３年度

70,398 71,736 74,004 74,004 74,165
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弘前市野外活動施設指定管理者候補者選定方法等一覧

主な管理運営
業務の内容

評価

入場券発行業務、使用許可業務、維持管理業務（施設・設備保守点検・清
掃・警備等）、動物の管理、植栽植物の管理、遊具の管理

施設の設置目的達成のため、環境意識の向上や教育環境に資した。ま
た、施設及び動植物の管理も適切に行われている。

結果

利用者数
　H30 65,051人、R1 67,952人、R2 42,315人、R3 50,932人、R4 63,195人
飼育展示動物数　47種　210点
写生コンクール応募者数1,003人

2,248 2,248 2,248 2,248 2,248

14,408 14,408 14,408 14,408 14,408

令和１０年度令和６年度

49,690 49,690 49,690

項目

管理運営業務

内容

動物のごはん栽培体験、弥生いこいの広場キャンプ大会、弥生いこいの広
場ハロウィン、動物愛護週間イベント、工作教室、outdoorフェス、動物さん
のもぐもぐ観察、ＳＵＭＭＥＲスクール、ホタル観察会、autumnフェス、動物
ガイド、閉園感謝祭等

参加者総数
　H30　6,720人、H１　7,973人、R２　7,567人、R３　4,979人、R４　8,713人

自主事業の充実により参加者の満足度を高めることによって、ひいては施
設利用者の増加に寄与した。

評価課題を踏まえて、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営に反映した改
善内容

特になし

利用者ニーズを踏まえた魅力発信や効果的な施設管理を維持するため、
自主事業を含む施設の目的を効果的に達成することができる提案を継続
して求める。

事業計画の
内容

結果

評価

66,346 66,346

３．指定管理者に特に要請する事項

①利用促進を図る事業の提案として、民間事業者が持つ知識や経験、ネットワークを活用し、幅広い利用の促進と
市民サービスの向上に資する事業の提案を要請します。
②施設の環境保全と良好な維持管理を要請します。

４．次期指定期間における成果指標について

評価課題を踏まえた、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営における課題

自主事業

指標内容

66,346 66,346 66,346
目標値

年間利用者数（人）

令和７年度 令和８年度 令和９年度

49,69049,690動物広場

キャンプ場

有料施設以外利用者
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無

利用者の意見を把握し、それらを反映させ
る具体的な取組みが記載され、その実現
性が高いものとなっているか

② サービスの向上を図るための具体的手法及び
期待される効果

③ 施設の維持管理の内容、適格性及び実現の可
能性

市民が快適に施設を利用できるよう、施設
を適正に維持管理するとともに、常に効率
的効果的な管理に努めることができるよ
う、具体的な実施計画が記載され、その内
容が的確で実現性の高い内容となっている
か。

施設特性を生かした自主事業を企画し、地
域の緑化普及、自然保護の普及啓発に資
する自主事業を展開できるか

④ 自主事業の企画内容及び期待される効果

15

15

5

5

40

10

10

10

10

平等な利用を図るための具体的手法及び期待される
効果

公共性・平等性を担保した利用を守るとと
もに、差別的な取扱いをしないための具体
的な手法が記載され、十分な効果が期待
できる内容となっているか

施設の設置目的を効果的に達成することができること

① 利用者の増加を図るための具体的手法及び期
待される効果

施設特性に応じ、利用者の増加を図るため
に、具体的な事業計画が記述され、十分な
効果が期待できる内容となっているか

否

配点評価項目 評価の視点

総合的事項

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

公共サービスに携わる論理を有し、豊かな
自然環境を活用し、市民に憩いの場を提供
するとともに、広く市民の文化・体育向上を
図ることに加え、環境意識の向上や教育環
境に資する施設という設置目的に基づく管
理方法が提案されているか。

市民の平等な利用を確保することができること

(1)

(2)

(3)

５年以外とする理由 -

選定基準

弘前市内に主たる事務所を有する団体であり且つ公益社団法人日本動物園水族館
協会の会員であること。

獣医師の資格が必要、公益社団法人日本動物園水族館協会認定の動物飼育技師の資格が必要

利用料金制の有無

５．次期指定管理者の選定方法等について

非公募

一般財団法人弘前市みどりの協会

施設目的に沿った運営、獣医師・動物飼育の専門員確保、市と連携した事業の実施
が可能な唯一の団体であることから非公募での選定が妥当と判断

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間 ５年

応募要件

グループ応募の可否

事業所の範囲

専門資格等の要否
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弘前市野外活動施設指定管理者候補者選定方法等一覧

(4)

(5)

施設の効率的な管理運営ができること

① 施設の管理運営に係る経費の内容
人件費を含めて、施設の管理に係る経費
の内容が具体的で、適正に見込まれてい
るか

収入、支出の積算と事業計画の整合性及
び実現性はあるか
事業の収支は適切かつ経費削減に努めて
いるか

② 収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

① 安定的な管理運営が可能となる人的能力

団体の組織体制が確立され、指揮命令系
統及び責任の所在が明らかで、施設管理
に係る職員の位置づけが明確にされてい
るか
施設運営に柔軟に対応できる人的計画が
なされ、職員の育成・研修体制なども能力
の向上が図られるよう計画されているか
専門的な知識及び必要な資格を有する者
を配置できるか

財務状況に問題はないか。また安定的に
事業継続できるための経営資源を有してい
るか

個人情報等の適正な取り扱いの確保につ
いて具体的に記載しており、その実現性が
高い内容になっているか

これまでの管理運営実績においてどのよう
な評価を得られているか

④ 類似施設の管理運営実績

③ 個人情報等の適正な取扱いの確保

② 安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

20

100

10

10

20

5

5

5

5

合計
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①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

4

(1)

６．指定管理者の業務内容について

補足説明

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

5

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

入園券の発行に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

1

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

(5)

(7)

(2)

〇

(1)

維持管理に関する事業

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

項目
指定管理者 市

説明
業務区分

機械警備

除雪業務

備品の調達

調達備品の保守・点検

現在の職員配置体制

植栽管理業務

警備業務

人警備

本施設を有効活用し、利用者拡大等につながる自主事業を企画・実施する
こと。期待する自主事業の内容

無し新たに指定管理業務に追加する業務

　公の施設の管理者として自覚を持ち、業務の遂行及び使用者への対応
を行うとともに、施設の設置目的を理解し、それにふさわしい態度で業務に
あたることのできる職員を配置するものとします。
(1) 施設全体を統括できる能力を有する職員を常時１人配置すること。
(2) 開園時間中は特別な場合を除き、使用者の受付及び応対のため、２名
以上の職員を勤務させること。
(3) 野外活動施設の動物飼育にあたって、３名以上の職員を配置するこ
と。
(4) 職員の勤務形態は、労働関係法令を遵守し、野外活動施設の管理に
支障がないように定めること。
(5) 職員に対して、施設の管理に必要な研修を実施すること。

職員配置等の条件

統括責任者１名（兼務）、管理担当職員１名（兼務）
職員５名、職員１名（兼務）
臨時事務員３名、臨時作業員２名、臨時販売員２名、嘱託飼育員３名（4月
～11月）

備品関連業務

備品の管理
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次年度収支予算（千円）

41,215

5,079

22,529

74,161

74,161 5,199

0

5,199

4,318

-240

-1,532

当年度収支予算（千円）

5,338

74,161

20,997

7,991その他

増減の主な内容

79,360

79,360

79,360

4,839

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

人件費

事務費

管理費

45,533

2,653

人件費　賃金の増（獣医新規雇用）
事務費　印刷製本費の減
管理費　施設管理料の減
その他　公租公課の増（消費税）

７．指定管理料の積算内訳

増減

5,199

0
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位置図（弘前市野外活動施設） 

弥生いこいの広場 

動物広場 

オートキャンプ場

ハイランドハウス
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６ 弘前市生きがいセンター 

指定管理者候補者選定方法等一覧
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弘前市生きがいセンター指定管理者候補者選定方法等一覧

１．施設の概要について

担当部課名

施設名称

福祉部　介護福祉課

弘前市生きがいセンター

設置の目的

施設所在地

施設内容

開館日

開館時間

　弘前市生きがいセンターは、高齢者に対する就業相談、世代間交流及び生きがいづくり
の事業を行い、その保健福祉の向上を図ることを目的として設置。

弘前市大字南袋町１番地２０

平成5年4月16日

1階：事務室、老人食実習室、相談室、健康相談室
2階：教養室、軽作業室、研修室、小会議室
共用部分：玄関、談話室、トイレ

９：００～１７：００（毎週月曜日、祝日等の翌日、年末年始は休館）

施設規模
敷地面積：5,393.50㎡
建築物構造：鉄骨造　2階建て
延床面積：576.53㎡

指定管理者制度の導入
・更新時期

現在の指定管理者

平成２２年４月導入・平成２６年４月更新・平成３１年４月更新

公益社団法人　弘前市シルバー人材センター
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弘前市生きがいセンター指定管理者候補者選定方法等一覧

81 81.3 82.7 81.9

評価

619,289 538,833 1,099,484

２．現指定期間の実績・評価・課題等について

98.0% 46.3% 55.0%

評価

・年間利用者数は、新型コロナウ
イルス感染症の影響により休館
期間等があったことから、目標値
を達成することができなかった。
・利用者の満足度は目標値を達
成することができた。

11,372 11,372

11,050

項目

実績

達成度 109% 105% 105.6% 107.4%

目標値

2,920,640 2,943,397 3,276,954 3,263,195 3,497,759

1,180,210 1,082,384

Ｒ２年度 Ｒ３年度

11,339,000 10,882,000 10,975,464 11,376,749

Ｒ４年度

年間利用者数（単位：人数）

利用者アンケートにおける満足度（単位：％）

Ｈ３０年度 Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度

11,246,222 11,350,020 10,886,423 10,975,492 11,376,775

79.7%

77 77 77 77 77

10,069 11,372 11,372

84

収支

指
定
管
理
者
の
収
支
状
況

6,953,432 7,072,034

11,235,000

6,506,534 6,539,191 6,633,635

355,665 353,361 448,463 637,727 325,797

11,222 11,020 4,423 28 26

11,409,947 11,451,176 10,851,240 10,978,946 11,556,675

収入(円)

支出（円）

人件費

事務費

事業費

その他

その他

利用料金

指定管理料

106.4%

11,142 5,264 6,259 9,064

成
果
指
標
/
利
用
状
況

指標

目標値

実績

達成度

指標

109.7%

項目

Ｒ４年度Ｈ３０年度 Ｈ３１年度

-163,725 -101,156 35,183 -3,454 -179,900

・事務費は必要最小限で適切に
実施しているが、事業費について
は委託費の支出が多く、赤字で
の管理運営が続いている状況で
ある。
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弘前市生きがいセンター指定管理者候補者選定方法等一覧
項目

管理運営業務

主な管理運営
業務の内容

評価

内容

評価課題を踏まえて、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営に反映した改
善内容

上記のことを踏まえ、「利用者の増加を図るための具体的手法」及び「サー
ビスの向上を図るための具体的手法」の項目を高配点とした。

 　弘前市生きがいセンターは、高齢者が自身の持つ知識や経験を活かす
ことにより、社会参加ができるよう促進し、生きがいづくりを支援していくこと
が必要である。
　また、新型コロナウイルス感染症以前のように、生きがい教室やサークル
活動等が活発に行われるよう、事業の工夫が必要である。

事業計画の
内容

結果

評価

目標値

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度

81 81 81 81 81

３．指定管理者に特に要請する事項

①高齢者の社会参加促進を図る事業の提案：高齢者が持つ知識や経験を活かし、社会参加促進を図るための高齢
者への各種相談業務等の充実に繋がる提案を要請するものである。
②利用者が充実した活動をできる運営：地域の高齢者が多く集まり、充実した活動ができるような事業を実施できる
よう要請します。

４．次期指定期間における成果指標について

評価課題を踏まえた、指定管理者の選
定方法や施設の管理運営における課題

自主事業

指標内容

目標値

年間利用者数（単位：人数）

指標内容 利用者アンケートにおける満足度（単位：％）

令和１０年度令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度

11,200 11,200 11,200 11,200 11,200

①施設の使用許可
②維持管理業務（施設の保守管理、駐車場の管理など）
③設置目的を発揮するための事業に関する業務

新型コロナウイルス感染症の影響により、目標としていた利用者数は達成
できなかったが、利用者の満足度は達成することができた。

結果 協定書や管理業務基準書に基づき、適正な管理運営を行った。
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10

10

5

配点評価項目 評価の視点

総合的事項

施設の設置目的及び市が示した管理運営の方針と
の適合性

設置目的を理解し、市が示した管理運営の
方針の沿った提案となっているか。

市民の平等な利用を確保することができること

(1)

(2)

5

40

15

15

10

関係法令等の遵守、利用者の平等な利用
の確保、差別的な取扱いをしないための具
体的な手法が記載され、十分な効果が期
待できる内容となっているか。

施設の設置目的を効果的に達成することができること

①利用者の増加を図るための具体的手法及び期待さ
れる効果

利用者の増加を図るために、具体的な事
業計画が記述され、十分な効果が期待で
きる内容となっているか。

サービスの向上を図るために、具体的な事
業計画が記述され、十分な効果が期待で
きる内容となっているか。

②サービスの向上を図るための具体的手法及び期待
される効果

③施設の維持管理の内容、適格性及び実現の可能
性

市民が快適に施設を利用できるよう、施設
を適正に維持管理するとともに、常に効率
的効果的な管理に努めることができるよ
う、具体的な実施計画が記載され、その内
容が的確で実現性に高い内容となっている
か。

平等な利用を図るための具体的手法及び期待される
効果

(3)

法人その他の団体であること

否

利用料金制の有無

５．次期指定管理者の選定方法等について

非公募

公益社団法人　弘前市シルバー人材センター

弘前市生きがいセンター条例で業務として掲げている「高齢者の就業相談」を行うに
は、弘前市シルバー人材センターの専門的な知識・技能が必要であり、非公募によ
る選定ができるとされる『指定管理者制度の導入に係る指針７　募集方法③』に記載
のある「極めて専門的な知識・技能が必要な施設で、当該団体のみが業務遂行可
能な場合」に該当するため。

募集方法

非公募とする団体

非公募とする理由

指定期間 令和6年4月1日 ～ 令和11年3月31日（5年間）

応募要件

グループ応募の可否

事業所の範囲

専門資格等の要否

否

導入しない

５年以外とする理由

選定基準
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(4)

(5)

施設の効率的な管理運営ができること

①施設の管理運営に係る経費の内容

人件費を含めて、施設の管理の係る経費
の内容が具体的で、適正に見込まれてい
るか。
効率的な管理運営のための創意工夫が見
られるか。

収入、支出の積算と事業計画の整合性は
図られているか。収支計画の実現可能性
はあるか。

②収支計画の内容、適格性及び実現の可能性

施設の管理運営を適正かつ確実に行う能力を有していること

①安定的な管理運営が可能となる人的能力

団体の組織体制が確立され、指定管理者
及び責任の所在が明らかになっているか。
施設管理に係る職員の位置付けが明確に
されているか。
施設長を配置するとともに、常に1名以上
の職員を配置する計画となっているか。
施設運営に配慮した人材の配置となってい
るか。
職員確保の方策は適切か。
職員の指導育成、研修体制は十分か。

収益基盤及び経営が安定しているか。

個人情報等の適正な取扱いの確保につい
て具体的に記述しており、その実現性が高
い内容となっているか。

これまでの管理運営実績において、どのよ
うな評価を得られているか。

④これまでの管理運営実績

③個人情報等の適正な取扱いの確保

②安定的な管理運営が可能となる経理的基盤

20

100

10

10

25

10

5

5

5

合計
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①

②

③

④

(2)

(3)

(4)

①

②

(6)

①

②

③

2

3

4

5

(1)

６．指定管理者の業務内容について

〇

〇

〇

〇

中・大規模修繕

機械・設備保守管理業務

清掃業務

6

使用の許可等に関すること

使用料の収納業務に関すること

使用許可に関すること

維持管理業務に関すること

施設で行う事業の実施に関すること

市の指定事業

自主事業

〇

1

〇

〇

(5)

(7)

(2)

〇

〇

〇

(1)

維持管理に関する事業

建築物等保守管理業務

巡視及び異常時の連絡

保守・点検（専門的）

小額修繕（1件あたり２０万円未満）

〇

〇

〇

〇

-

〇

〇

〇

〇

項目
指定管理者 市

説明
業務区分

施設長0.5人　　次長0.5人
常勤の正規職員１人　常勤の非正規職員　0.5人

0.5人としているのは弘前市シルバー人材センターの業務と兼務しているた
め

補足説明

人警備

機械警備

除雪業務

備品関連業務

備品の管理

備品の調達

調達備品の保守・点検

現在の職員配置体制

植栽管理業務

警備業務

利用者拡大等につながる事業の企画を検討。期待する自主事業の内容

なし新たに指定管理業務に追加する業務

(1) 施設全体を統括できる能力を有する館長を１人配置すること。（連絡が
とれる対制であれば、常駐の必要はない 。）
(2) 開館時間中は、特別の場合を除き、各種業務に従事する最適な職員
を常に１名以上 勤務させること。

職員配置等の条件
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次年度収支予算（円）

6,491,000

378,000

2,612,000

11,804,000

11,804,000 2,000

0

2,000

223,000

118,000

300,000

当年度収支予算（円）

2,323,000

11,804,000

2,912,000

1,684,000その他

増減の主な内容

11,806,000

11,806,000

11,806,000

496,000

指定管理業務に係る収入

利用料金

指定管理料

その他

指定管理業務に係る支出

人件費

事務費

管理費

6,714,000

-639,000

　今回の指定管理料の積算は、人件費ついては見直しをし、事務費、管理費
及びその他は、過去３年間の決算額の平均値を基本として算定した。

７．指定管理料の積算内訳

増減

2,000

0
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弘前市生きがいセンター 

１施設外観 ２ 事務室 

３ 相談室 ４ 老人食実習室 

５ 教養室 ６ 小会議室 
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７ 研修室 
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